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の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

後

藤

　

健

 

平
政
・
公
明
党 

人
口
減
少
、
少
子
化
対
策
を
推
進
す
る
考
え
は 

 

質
　
人
口
減
少
、
少
子
化
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合
的
に
講
じ
て
い
く
こ

と
で
、
効
果
が
出
る
と
考
え
る
。
地
域
全
体
で
支
え
る
機
運

を
高
め
る
よ
う
な
、
厚
み
の
あ
る
政
策
を
推
進
す
る
考
え
は
。 

 

答
　
当
初
予
算
編
成
方
針
で
は
、
人
口
減
少
対
策
の
た
め
、

次
世
代
へ
の
包
括
的
な
支
援
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に

資
す
る
取
り
組
み
を
重
点
と
し
た
。
自
然
減
対
策
で
は
、
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
を
地
域
全
体
で
支
え
る
機
運
醸
成
に
つ

な
が
る
経
済
的
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。
社
会
減
対
策
で
は
、

良
質
な
雇
用
創
出
と
若
者
の
定
着
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
進
め
た
い
。
準
備
が
整
え
ば
予
算
に
反
映
し
た
い
。 

  

洋
上
風
力
拠
点
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
方
策
は 
 

質
　
ブ
レ
ー
マ
ー
ハ
ー
フ
ェ
ン
は
、
洋
上
風
力
発
電
の
拠
点

化
に
よ
り
、
産
業
が
振
興
し
、
人
口
増
加
に
転
じ
た
。
市
は

洋
上
風
力
発
電
拠
点
化
を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

答
　
能
代
港
で
の
洋
上
風
力
発
電
の
拠
点
化
が
実
現
、
機
能

が
充
実
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
に
北
陸
か
ら
北
海
道
ま
で
の

範
囲
に
お
け
る
洋
上
風
力
発
電
事
業
を
促
進
で
き
、
周
辺
で

の
関
連
企
業
の
産
業
集
積
、
雇
用
創
出
に
加
え
、
地
元
企
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
。
要
望
活
動
、

企
業
訪
問
活
動
、
広
報
活
動
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
将
来
の
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
洋
上
風
力
発
電
拠
点
化
期
成
同
盟
会
の
状
況
は 

○
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
目
的
及
び
役
割
、
事
業
内
容
は 

大
 

　

翔

 

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
青
の
会
、市
民 

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
） 

崇
徳
小
閉
校
後
の
複
合
型
施
設
整
備
の
考
え
は 

 

質
　
地
域
住
民
や
諸
団
体
か
ら
多
数
意
見
の
あ
っ
た
木
育
を

中
心
と
し
た
複
合
型
施
設
。
具
体
的
に
は
、
鳥
海
山
木
の
お

も
ち
ゃ
美
術
館
の
よ
う
な
施
設
を
整
備
す
る
考
え
は
。 

  

答
　
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
よ
う
な
施
設
を
望
む
意
見
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
そ
う
い
っ
た
施
設
が
必
要
か

ど
う
か
調
査
・
検
討
し
て
い
く
中
で
、
施
設
の
規
模
や
必
要

な
機
能
の
ほ
か
、
施
設
の
改
修
や
管
理
運
営
に
要
す
る
費
用
、

利
便
性
等
を
考
慮
し
、
崇
徳
小
学
校
を
活
用
し
て
整
備
す
べ

き
か
ど
う
か
も
含
め
、
判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。 

  

特
定
空
家
対
策
に
つ
い
て
、
県
と
の
連
携
は 

 

質
　
空
家
法
で
は
な
く
建
築
基
準
法
の
視
点
で
考
え
る
と
、

建
築
主
事
及
び
特
定
行
政
庁
は
県
で
あ
る
。
勧
告
や
最
小
限

の
措
置
は
当
市
の
条
例
に
基
づ
き
行
い
、
従
わ
な
い
場
合
は

県
へ
是
正
命
令
発
出
要
請
を
す
る
等
、
連
携
が
必
要
で
は
。 

 

答
　
本
市
の
空
き
家
対
策
は
、
能
代
市
空
家
等
対
策
計
画
に

基
づ
き
、
国
や
県
、
警
察
、
消
防
、
自
治
会
、
民
間
事
業
者

等
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
住
民
に
最
も
身
近
な
市
町

村
が
そ
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
本
市
の
空

き
家
等
に
つ
い
て
は
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
や
能
代
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
本
市
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
公
共
施
設
へ
の
木
育
体
験
空
間
整
備
の
考
え
は 

○
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
行
う
考
え
は 

○
御
代
が
わ
り
に
際
し
公
共
施
設
無
料
開
放
を 

希
望 

佐

藤

智

一

 

南
地
区
に
お
け
る
公
共
交
通
空
白
地
の
解
消
を 

 

質
　
旧
市
内
、
向
能
代
地
区
、
東
部
地
区
、
二
ツ
井
地
域
に

お
い
て
は
巡
回
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
が
運
行
し
て

い
る
。
南
地
区
で
は
旧
国
道
７
号
の
バ
ス
１
路
線
の
み
で
あ

り
、
高
齢
者
が
買
い
物
や
通
院
で
不
便
を
来
し
て
い
る
が
。 

 

答
　
市
内
に
は
公
共
交
通
空
白
地
域
が
点
在
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
現
状
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
効
率
的

で
効
果
が
高
い
手
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
公
共
交
通

の
充
実
に
関
す
る
要
望
は
、
各
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

市
と
し
て
は
、
今
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
能
代

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
御
意
見
等
を
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

  

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
に
つ
い
て 

 

質
　
政
府
は
10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
の
場
合
、
５
％
を
還
元
す
る
な
ど
導
入
を
後
押

し
し
て
い
る
。
公
共
施
設
等
の
使
用
料
や
市
税
等
公
金
の
納

付
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す
る
考
え
は
。 

 

答
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
は
、
シ
ス
テ
ム
等
の
初
期

費
用
や
利
用
料
が
か
か
る
な
ど
の
課
題
は
あ
る
が
、
納
付
方
法

の
選
択
肢
が
広
が
る
と
い
っ
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待

で
き
る
こ
と
、
国
に
お
い
て
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
推
進

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
、
先
進
事
例
の
効
果
を
検
証

し
な
が
ら
、
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
放
射
性
廃
棄
物
処
分
の
説
明
会
当
市
開
催
へ
の
認
識 

○
相
続
人
不
明
な
独
居
者
の
葬
儀
や
遺
品
整
理
は 

○
西
高
跡
地
の
県
教
育
委
員
会
と
の
協
議
状
況
は 


